
平成13年９月21日    

金 融 庁            

　　　　　　　

信用組合（237組合）に対する検査結果について

信用組合（237組合）に対する検査結果は下記のとおり。

記

１．検査基準日：平成12年３月31日

　

２．総与信の査定状況

Ⅰ分類（Ⅱ分類、Ⅲ分類及びⅣ分類としない資産） 8兆 8,216億円

Ⅱ分類（個別に適切なリスク管理を要する資産） 2兆 1,686億円

Ⅲ分類（最終の回収に重大な懸念が存在する資産） 1,420億円

Ⅳ分類（回収不可能又は無価値と判定される資産） 681億円

検査基準日の総与信 11兆 2,004億円

　　　　（注）億円未満切り捨て

　　金融庁　TEL：03-3506-6000（代）

　　　検査局　総務課

　　　　　　　　原田（内線　2529）

　　　　　　　　大平（内線　2532）

　　　　　　　　川口（内線　2530）

　　　　　　　　三井（内線　2533）

本件についての問い合わせ先
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信用組合（237組合）に対する検査結果について 

 
 

１．検査基準日：平成12年３月31日 

  
 
 
２．総与信の査定結果（償却・引当後） 

（単位：億円） 

分 類 状 況 
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
総 与 信 

当局査定（ａ） 88,216 21,686 1,420 681 112,004 

自己査定（ｂ） 92,120 19,069 817 ▲ 3 112,004 

（ａ）－（ｂ） ▲ 3,904 2,616 602 685 - 

 
３．償却・引当の適切性 

（単位：億円） 

当局査定に基づく 
償却・引当額         

① 

自己査定に基づく 
償却・引当額         

② 

要追加償却・引当 
  額 

①－② 

６，８６７  ５，２１３     １，６５４ 

 
（注１）今回検査結果を取りまとめたのは、12年３月31日を検査基準日とした256組合のう

ち、破綻していない237組合である。破綻した19組合（小樽商工、道央、旭川商工、茨
城商銀、千葉県商工、東京、東京中央、せいか、神奈川県青果、朝銀関東、新潟商銀、
不動、だいしん、加賀、輪島、春江、瑞浪商工、京都商銀、朝銀近畿。以下「破綻に
至った信用組合」。）については、参考としている。 

（注２）総与信とは、貸出金、貸付有価証券、外国為替、債務保証見返、未収利息、仮払金
の融資関連科目をいう。 

（注３）一部の信用組合の自己査定に債権額の計上漏れ（3,716億円）があったため、２.の
表の自己査定欄にはこれをⅠ分類に加算した修正値を記載している。 
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（参考）破綻に至った信用組合　

１．総与信の査定結果（償却・引当後）
（単位：億円）

分　類　状　況

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
総　与　信

当局査定（ａ） 10,682 3,019 709 1,142 15,555

自己査定（ｂ） 12,669 2,624 260 0 15,555

（ａ）－（ｂ） ▲ 1,986 394 448 1,142 -

（注）一部の信用組合の自己査定に債権額の計上漏れ（1,017億円）があったため、自己査

定欄にはこれをⅠ分類に加算した修正値を記載している。

２．償却・引当の適切性

（単位：億円）

当局査定に基づく

償却・引当額        

①

自己査定に基づく

償却・引当額        

②

要追加償却・引当

  額

①－②

２，４７６ ６９２ １，７８４
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検  査　実　施　概　要

　

　　項　　　　目 　　内　　　　　　　　　　容

目　　　　　　　　  的     資産の健全性等に係る検査

対 象 信 用 組 合           　  237組合（詳細は別紙参照）

　      金融庁・財務省財務局が検査を実施

立 入 実 施 期 間               平成12年７月17日から平成13年３月22日

１組合当たり立入日数               14.6日

１組合当たり投入人員               6.1人

１組合当たり資産査定           

債 務 者 数           

    567債務者

抽出率（金額ベース）               66.3％

 （注）原則として、自己査定で分類債権とされたものの全額

と正常債権で当局が指定した先を査定対象として抽出し

た。




